
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令 和 ８ 年 2 月 ２ ７ 日 

出雲市立中央保育所・幼稚園 

所長・園長　　秦　純子 
 

中央保育所・幼稚園　所長・園長だより 

あったかサン

　　２月５日・６日に行われた作品展にはたくさんの方にご来場いただきありがとうございました。これまで子ども達が楽し

んできた遊びがぎゅっと凝縮されたものとなっていたと思います。年長ぶどう組が自分たちの遊びや学びを、自分の言葉

で表す姿には、思いが伝わってきて感動しました。運営協議会の皆様や国際交流員のチアゴさんとヘザーさん、市役所

の方も見に来てくださり、作品展の内容や子ども達の姿にとても感心しておられましたよ。保護者の皆様からも温かい感

想をたくさんいただきました。本当にありがとうございました。

感触遊びをしました

あまやどりラボ　大原さんをお招きして、さくらんぼ組、いちご組、みかん組は感触遊びを体験しました。大原さんが準備し

て作ってきてくださった色つきの寒天やはるさめは、冷たくて、触るととても心地よいものでした。また赤、青、黄、緑の淡いき

れいな色がつけてあり、４色が混ざり合ってもとても美しかったです。子ども達は、感触や色を楽しみながら思い思いに遊び

ました。 

茶道教室を行いました

三斎流の森山先生を講師にお招きして、りんご組とぶどう組は茶道教室を行いました。座り方、立ち方、歩き方、お茶やお

菓子の運び方などたくさんのお作法を教えていただきました。「静かに　ゆっくり　丁寧に」「相手のことを思って大事に」とい

う、日々の生活の中でも、とても大切な考えが込められていました。よい緊張感のある貴重な体験をさせていただきました。

触覚は生まれる前から発達していて、

とても重要な土台となる感覚です。 

触覚には２つの働きがあります。 

・識別的な触覚…触ったものが何か

を判断する。力加減の調整。 

・防衛的な触覚…痛みや熱さなど危

険から身を守るための反応。 

個人差があり「過敏」と「鈍感」という

傾向があります。 

感触は情緒の安定と深く結びついて

心地よい接触は安心感につながりま

す。 

遊びの中で楽しく体験してたくさんの

感覚を入れていくことが大切です。 

触覚について

お茶碗は両手でそ

っと持ってね。

どう？僕が点てた

抹茶おいしい？

年長組は抹茶を点

てました。

「冷たいね」と感じた

ことを自分から言葉

にして伝えたり、友達

のことをよく見て同じ

ように真似して遊んだ

りしました。

昨年は触れなかっ

た子も、今年は思

いきり触って遊ん

でいましたよ。

２歳児

「むぎゅ」「ツルツ

ル」「きれいな色だ

ね」等、保育者が感

触や思いを言葉にし

て伝えます。

１歳児

３歳児

「もこもこ」「やわらかい」など感触を表す言葉もぐっと増えます。「ゼリーを持ってピクニッ

ク」「炊き込みご飯みたい」とこれまでの経験からイメージも広がっていきます。大きさを揃

えたり、重ねたり、手先も器用に使えるようになりました。


